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準備 

目的 

聴覚専門家が見込み顧客と付き添いの方にロジャーについて説明できるようにサポートすること 

 

本ガイドを使用するとき 

• ロジャー体験日/ロジャー体験時間 

• ロジャー製品に興味を示す顧客 

• ロジャーの想定ユーザー  

 

時間  

約 10 分から 15 分 

 

必要な機器 

• デモ用ロジャー オン(iN)マイクロホン  

• ロジャー受信機 

o 顧客がナイーダ P トライアルを装用している場合。あらかじめロジャーがインストールされて 

いるので、追加の受信機は必要ありません。 

o 顧客がロジャーダイレクトを搭載した ソノヴァの補聴器を装用している場合。デモ用ロジャー 

エックス受信機を 2つ、およびロジャー インストーラ 

o 顧客が T-コイルを搭載した補聴器または CI のサウンドプロセッサを装用している場合。デモ用 

ロジャー ネックループ  

フォナック 
ロジャー デモ ガイド  



 

 フォナック Roger On™ (ロジャー オン) デモ ガイド         2 

• ノートパソコンまたはタブレット 

• 雑音を生成するためのスピーカー  

• テレビ 

• マイロジャーマイク アプリと動画クリップを搭載したスマートフォン 

 

オプション機器  

• 付き添いの方用のヘッドフォン付きデモ用ロジャー ネックループ 

機器の準備 

• マイロジャーマイク アプリを使用してロジャー オンのマルチビーム 2.0 を有効にします。 

• ノートパソコンまたはタブレット上に雑音ファイルを準備します。(フォナック ターゲットの 

メディア データベースに含まれるパーティーノイズなど) 

• 機器が十分に充電されていることを確認します。 

場所 

• 丸型または長方形型のテーブル(直径/長さが約 1 メートル) 

設定 

1. 雑音用スピーカー: スピーカーをテーブルの中央から約 2 メートル離して置き、テーブルの中央で 

約 70 dBA になるように雑音レベルを調節します。  

2. テレビ: ドッキングステーションをテレビの隣に置き、コンセントとテレビのデジタル出力に接続 

します。デモンストレーション中に見えるように、新しい番組を選択します。 

 

実施 

デモンストレーションの成功は、自信と落ち着きにかかっています。デモ中の音を確認したり、説明のペー

スを整えたりするために、デモ担当者もロジャーを搭載した補聴器、またはヘッドフォン付きのロジャー 

ネックループを装用してください。 

 

顧客に関わる準備 

1. 補聴器を準備します。  

• 顧客がナイーダ P トライアルを装用している場合は、先に進む準備はできています。 

• 顧客が T-コイルを搭載した補聴器を装用している場合は、T-コイル プログラムが有効になっている 

ことを確認してください。確認後、ロジャー ネックループを手渡してください。 

• 顧客がロジャー ダイレクトを搭載した Sonova 補聴器を装用している場合は、ロジャー オン(iN) 
からロジャーをインストールしてください。  

デモンストレーション後、ロジャー受信機をアンインストールするのを忘れないでください。 

2. 機器のスイッチを入れます。 

3. ロジャー オンを補聴器およびロジャー ネックループに接続します。 

注: ロジャー オンをロジャー ネックループに近づけて持ち、接続ボタンを押してください。 

4. 顧客および付き添いの方に着席してもらい、ご自分はテーブルの反対側に着席します。 

オプション: 付き添いの方に、ヘッドフォン付きロジャー ネックループを渡します。 

5. ご自分のスマートフォンとロジャー オンに音声ケーブルを差し込み、音楽クリップを流します。 

6. 音楽が聞こえるか、参加者に尋ねます。全員の確認が済んだら、デモンストレーションを開始できます。 
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デモ手順 

ス

テッ

プ 

項目 操作 説明のことば 

1 卓上モード ロジャー オンのスイッチを入れ、

テーブルの中央に置きます。  

 

 
 

これはロジャー オンです。背景雑音が存在す

る静止状態での使用に適した汎用性の高いマイ

クロホンです。テーブルの上に置くと、自動的

に話している人を選択し、話者が変わるとシー

ムレスに切り替えます。  

レストランで外食する頻度はどの程度ですか? 

顧客に返答してもらいます。 
レストランでの聞き取りを向上したいと思いま

すか? 

顧客に返答してもらいます。 
 

お分かりいただけるように、ロジャー オンは

テーブルで話者それぞれの声を拾い上げます。  

ロジャー オンが騒音下でどのように機能する

か、体験してみましょう。雑音を追加します。 

 

2 マルチビーム 

2.0 
 

この機能は、

顧客がロ

ジャーダイレ

クトを搭載し

たソノヴァの

補聴器を持っ

ている場合に

限り、動作し

ます。 

 

テーブルの端から端まで歩きます。 

 

 
 

ロジャー オンの特長はマルチビームテクノロ

ジー2.0 です。この機能を使い、話している人

がどの方向にいても声を聞くことができま

す。これにより、数ミリ秒以内に話し手を特

定できるので、すぐに実際の話者の方を向い

て、読唇を利用できるようになります。  

 

 

では、ロジャー オンが騒音下でどのように機

能するか、体験してみましょう。雑音を追加

します。 

3 卓上モード  

(雑音あり) 

 

 

雑音のスイッチを入れ、10 秒間

待ってから続きを行います。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

雑音のスイッチを入れたら、ロジャー オンが
雑音に順応するまで 10 秒間待ちます。  
ロジャー オンは話者の方向にビームを形成

し、雑音を低下させます。現在、ビームは私の

方向を向いています。  

顧客に質問します:  (例)朝食に何を食べまし

たか? 

顧客に返答してもらいます。  もうひとつ、質
問します。 
 
今お聞きになったように、ロジャー オンは、

現在の話者の方向にビームをすばやく切り替え

ます。ロジャー オンは話者の交代に超高速で

反応するので、ご自分が会話の中心にいると感

じさせてくれます。  

付き添いの方が参加している場合、彼らにも何
か話してもらうように頼みます。  
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ス

テッ

プ 

項目 操作 説明のことば 

4 プレゼンター

モード  

(雑音あり) 

 

 

ご自分の襟にロジャー オンを 

クリップで取り付けます。 

  
 

ひとりの人と会話している場合は、ロジャー 

オンを話し相手の襟にクリップで取り付けるこ

とができます。こうすることで、ショッピング

に行ったり、車でドライブに行ったりする時、

自由に動けるようになります。ロジャー オン

では、話者がロジャー オンを身に着けたこと

が検出され、自動的に上向きのビームを作動さ

せます。 

教師や講演者など、離れたところにいる話者に

ロジャー オンを渡すこともできます。今から

離れますが(10 歩離れてください)、私の声を

聞くことができます。ロジャー オンを使用す

ることで、最長で 25 メートル離れている人の

声を聞けるようになります。 

 
5 消音モード 

(雑音あり) 

 

 

センター ボタンを 2 秒間押しま

す。 

 

この機器を消音モードにします。ロジャー オ

ンのない状態で私の声を聞いてもらっていま

す。  

話を続けたままで、マイクロホンの消音モード

を何回かオン、オフします。 

話を続けたままで、ロジャー オンの消音モー
ドをオン、オフします(2、3 回)。  
 

驚きましたか? 

 

6 インタビュー

モード 

(雑音あり) 

 

 

 

 

ロジャー オンを顧客に渡し、ロ

ジャー オンをあなたの方へ向ける

ように頼みます。  

 
 

皆さんは、ロジャー オンを手に持って、興味

のある話者の方に向けることができます。この

ようにすると、ロジャー オンは横からくる環

境雑音と声を抑えます。非常に騒がしい環境で

も、話者の声を聞くことができます。  
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ス

テッ

プ 

項目 操作 説明のことば 

7 テレビ/音声 

 

 

雑音のスイッチをオフにし、ロ

ジャー オンを充電スタンドに差し

込み、テレビの電源をオンにしま

す。 

 

しばらくしてから、ロジャー オン

を充電スタンドから抜き取り、以下

のステップを行います。  

1. ロジャー オンのスイッチを入

れます。 

2. 音声ケーブルをロジャー オン

に差し込みます。 

3. 音声ケーブルの他の端をご自分

のスマートフォンに差し込みま

す。 

4. 映画または音楽を鳴らします。 

 
音声ケーブルを抜き取ります。 

 

ロジャー オンは、テレビの音声を聞くために

も使用できます。その目的のために、ロジャー 

オンにはテレビと接続できる充電スタンドが付

属しています。 

充電スタンドを見せます。 
 

外出中にご自身のスマートフォンから音楽を聞

くこともできます。スマートフォンのヘッド

フォン出力にケーブルを差し込むだけです。  

 

数秒間、参加者に音楽を聞いてもらってから、
ケーブルを再度抜き取り、ロジャー オンに話
しかけます。   
 

 

 

ロジャー オンを使うと、他人にとって大きす

ぎる音量を使用することなく、テレビや他の

オーディオ機器の音声を明瞭に聞き取ることが

できます。 

8 マイロジャー

マイク アプリ 

再度、ロジャー オンをテーブルの

中央に置き、このアプリを開いて顧

客に見せます。次に、ご自分の方を

向いているビームを選びます。 

 

ワイヤレス マイクロホンにワイヤレス リモコ

ンが付いていないと、ワイヤレス マイクロホ

ンとしては不完全だと思いませんか? ロジャー 

オンには、遠隔でロジャー オンを確認し、操

作できるようにするアプリが付属しています。  

重要な機能の 1つとして、実際の話者の方向に

ビームを向けることが可能です。この機能を使

い、エンドユーザーは興味のある会話に集中で

きます。  

マイロジャーマイク アプリは、iPhone や 

Android スマートフォンで利用できます。  

 

9 まとめ  ここまで、ロジャー オンの主な利点を見てき

ました。要約すると、より良く理解するため

に、さまざまな場面でロジャー オンを使用で

きます。   

• レストラン 

• 小さな会議 

• 1 対 1 の会話 

• 話し手が離れている場合 

• テレビ番組、映画、および音楽 
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その他のロジャー マイクロホンの紹介 

その他のロジャー マイクロホンについて、顧客へ簡単に説明してください。必要な場合は、これらのマイク

ロホンの重要な機能をデモンストレーションしてください。 

 

ロジャー セレクト 

 

ロジャー セレクトは、背景雑音が存在する静止状態での使用に適した汎用性の高

いマイクロホンです。テーブルの上に置くと、目立たず自動的に話者を選択し、

話者が変わるとシームレスに切り替わります。複数の会話が同時に行われている

場合は、聞き手が話し相手を手動で選択できます。テレビなどのマルチメディア

機器の音声も送信できます。 

 

 

ロジャー テーブルマイク II 
 

ロジャー テーブルマイク II は、仕事でさまざまな会議に出席する成人向けの会

議専用マイクロホンです。自動的に会議の参加者の中から話している人を選択

し、切り替えることができます。 

 

 

 

 

デモンストレーションの最後 

トライアル期間、価格、資金援助オプションについて、顧客に知らせてください。  

次に、すべての装置を返却してもらい、次回のデモンストレーションで使用できるように充電してくださ

い。 

顧客がロジャーダイレクトを搭載した補聴器を持っている場合は、両耳の補聴器からロジャーをアンインス

トールするのを忘れないでください。  
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